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LanguageExpressionofGybingImagesinWindsurfing
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要 約

本研究の目的はジヤイビング ･イメージを言語化 して抽出し,各項目の重要度評価から祥験的長安度

を推定し,適切な動作イメージを想起させる言語表現を精選することとした,J加えて使用する用具の種
類が異なる3つのクラスごとにジヤイビング技能の習得に有効なジヤイビング ･イメージおよび言語教
示として適切な言語表現を抽出することであった｡

まず18名の判Jl]家を対象に調査を実施 し,111項目の経験的知識が得られた｡次に5段階評定尺度法に
よって得られた項Llの車要度を評価する質問紙を作成し,アンケー ト調査を実施した結果,147名のデー
タが得られた()

ピーク局面の用具操作的要素はすべてのクラスを通じて高い値を示す項目が得られなかった｡フィニッ

シュ局面では使用する川/lLの影響を受けにくく,共通の要素が多く得られた｡中でも rスピー ドのキー

プ｣,｢素 早 くセイリングフォームに移行｣が量も高い主観的重要度を示 した｡すべて局面を通 じて ｢海
lnほ 選択する｣｢ターンの出Uを見る｣r次の目標を見る｣などの言語表現が得られ,視線の重要性がHJ
確認された(〕使用する用具の異なるクラス間に有意な差が見られた項目は39項目あり,ジヤイビング ･
イメージは使用する川共によって異なることがわかった｡各ジヤイビング局面にはクラス特有のジヤイ
ビング ･イメージがあり,ジヤイビング指導を行う際の内的言語や言語教示として有効に用いられる可

能性が示唆されたu

キーワー ド: ウインドサーフィン.ジヤイビング.言語化

Abstract

ThepurposeorthisstudywastoselectcarefullylanguageexpressIOnSthataccurately
tr壬1nSmlLImages｡fgybing,theturntechniquelnWlndsurflng,byestlmatlngthedegreeOf
experlenLlalImportanceOfknowledge.Furthermore,theultimatepur･posewastoextractthe
verballZedgyblngImageseffectiveinb()thgybingtechniqueacqulSiti()nandInstructionamong
Lhethreegr･OuPSWithdifferentwlndsurflngCqulpment.
147wlndsurrersparLiclpaLedinthisStudybychecklng111ItemsOfverbalexpresslOnSthat

wereextractedfrom previousresearchdesignedtoextractverbalizedgybingImagesfrom 18
wlndsuI･ring()Ⅹper･LsrllhedegreeoflmpOrtanCeOFeachitemwasassessedona5-polntratingscale.
Atthep̀eak'phase,therewerenoitemsthatcommonlyIndicatedhighvalueinanygroup

sinc()tノhcphaseseemsLobehighlyInfluencedbyequlpment.Ontheotherhand,sincethe f̀lnlSh'
phaselShflI･dlyHlflucLnCedbyequipment,manyCOmmOnitemswereobtainedasindlCatlnghigh
value,1nparticular,thetwoitems,"holdspccd"and"shifttosalllngform qulCk】y,'1ndicated
thehlghestdcgr･eeofsub7eCtiveimportancewellabovetheaverage.Meanwhile,verbalcxpressIOnS
suchas"SelectcondIL1OnOfwatersurface,""watchtheexltOfaturn,"and"watchthefollowlng
targetpoint"W(汁(ラ()btEun()donallthethreephases.Conseguently,itwasleCOnflrmedthatEI
wlndsurrerls一ineofsightlSquiteslgnificanL
Thcrcwere391LemswithslgnlflCantdifferencesamongthegroups:thedataindlCatedthat

gyblngImagesdlfreramongthegroups.AsEユreSult,itcouldbeInferredthattheseselected
verbalexpressionsCElllb(?us()deffectivelyasinnerorinstructivelanguagewhengivinggybing･
1nStruCtionineachgroup.
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緒 言

ウインドサーフィンの特徴は, マストが全方向に倒れ

る可動式で, ブームの傾斜角により風圧中心点を変化さ

せ, 進行方向を定めることにある｡ ヨットやクルーザー

と比較して持ち運びが楽で, 大きな身体運動が可能であ

り, 艇速の速いことが魅力である｡ ウインドサーフィン

の基礎的技能にはセイリング種目共通のタッキング, ラ

フィング・アップ, ベアリング・アウェイなどがある｡

なかでも風下回りの方向転換であるジャイビングは競技

会におけるマーク回航等でも使用され, 用具や身体の使

い方によってバリエーションが豊富でウインドサーフィ

ンにおけるセイリングの楽しみの一つとなっている (岩

崎：����)｡ ただセイルを大きく動かすこともあり, バ

ランスをとることが難しく, 初心者から中級者へのステッ

プアップの障害となることが多い｡ また風速, 海面の状

況, 使用する用具などによって動作が様々に変化するた

め, これまでもジャイビングの種類や使用するボードを

限定し, 場面や技能レベルを想定して教程本が書かれて

きた｡

さてスポーツ指導の現場では言語教示を用いて運動技

能を学習者に伝授することが多い｡ 藤田ら (����) はＡ.

ツエー・プニーの著書から ｢運動を行うときは, 心の中

でつぶやかれる言語 (内的言語) の持つ調整的な役割は,

人間の意識活動全般で最も重要性を持つものである｣ と

述べ, 内的言語の重要性について述べている｡ また小田

(����) は指導者が学習者にスポーツを教示する際の客

観的運動と主観的運動の食い違いについて述べ, ｢互い

にずれている主観性と客観性を一体化することが重要で

ある｣ としている｡ すなわち指導者が学習者側の意識や

運動感覚を理解した上で運動イメージや運動感覚を伝達

することが重要であり, 学習者の運動がどの様な運動感

覚や運動イメージで現れたのかを知ることは学習者に適

切な動作やイメージを起こさせる上で大切なことである｡

そのことから適切な言語表現, 言語教示の手がかりが得

られると考えられる｡

これまで運動のイメージと言語に関する研究では村川

ら (����), 稲垣ら (����, ����a, ����b, ����, ����),

山崎ら (����), 刈部ら (����), 平井ら (����) などが

ある｡ 特に稲垣らは短距離選手の経験的知識に焦点を当

て, 専門種目や短距離走能力の差異が知識の体系化に大

きく関与することを明らかにした｡ また一連の研究で技

能学習の過程における主観的情報の重要性について述べ

ている｡ 一方, 刈部ら, 平井らはハードラーのハードリ

ング・イメージを言語化して抽出し, その言語の重要度

を走能力ごとに評価することからハードリング技能習得

のための有効な言語教示となりうるハードリング・イメー

ジを抽出している｡

ウインドサーフィンのプレーニング (滑走状態) 時に

おけるジャイビング動作を指導する場合, 指導現場は当

然, 海の上であり, 運動者から離れた指導艇などの上か

ら指示を与えることになる｡ 加えてその動作がスピード

に乗り, 遠心力に逆らって一瞬で行う動作であることか

ら, 海上ではもちろんであるが, 陸上で師範を示すこと

や身体を支持することで学習者の運動感覚を修正するこ

とが難しい｡ そのため事前や事後に与える言語教示や内

的な言語が重要となる｡ ウインドサーファーが経験的に

得た知識を体系化し, 言語化することで的確な感覚的な

情報を得ることができ, 動作の修正や感覚的なイメージ

を試行錯誤する段階で効果的な学習ができるものと思わ

れる｡ ウインドサーフィンのジャイビング動作に関する

ものでジャイビング・イメージや感覚的情報を言語化し

て抽出したものはこれまでに見られない｡

ウインドサーフィン種目に用いられる用具は多種多様

である｡ ウインドサーファーの特性として筆者ら (����)

によればウインドサーフィン愛好者はタイプの違う複数

のボードを所有し, コンディションや目的にあわせて使

用することが多い｡ また二宮ら (���	) はウインドサー

フィン参加者を行動様式によって不定期参加者, 社交志

向参加者, 競技志向参加者, 快楽志向参加者の４つに分

類し, 専門志向化が進むにつれ技能次元, 用具次元に変

化が見られたとしている｡ もちろんコンディションや技

術レベルにも影響されるであろうが, 使用する用具が変

化すれば基本的な動作は同じでもジャイビング感覚やイ

メージに変化が見られるのではないかと考えた｡ そこで

主として使用する用具のタイプによってウインドサーファー

を分類し, ジャイビング・イメージを検討する必要があ

る｡ そのことにより用具次元の変化やタイプの違うボー

ドへの乗り替えを指導する上での適切な言語教示や言語

表現に加え, 内的言語も得られると思われる｡

そこで本研究ではジャイビングにおけるイメージをジャ

イビングに関する感覚的情報としてとらえ, 中級者以上

のウインドサーファーを対象として平水面でのジャイビ

ング・イメージを言語化して抽出し, 各項目の重要度評

価から経験的重要度を推定し, 適切な動作イメージを想

起させる言語表現を精選することを第一の目的とした｡

また使用する用具の種類が異なるクラスごとにジャイビ

ング技能の習得に有効なジャイビング・イメージおよび

言語教示として適切な言語表現を抽出することを第２の

目的とした｡

方 法

１) 第１次調査

ジャイビング・イメージの抽出は一連のジャイビング

動作をアプローチ, ピーク, フィニッシュの３局面に分
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割し (図１参照), その時点における動作に関する経験

的知識を用具操作的な要素と身体運動的な要素それぞれ

に箇条書きによる自由記述方式で第一次質問紙を作成し

た｡ プロ選手, 元全日本ナショナルチームメンバー, 全

日本学生選手権上位の者��名の専門家を対象に調査を実

施した｡ 実施時期は����年３月から５月に行い, 郵送お

よび電子メールにより配布回収を行った｡ なお表１にそ

れぞれのボードの代表的な形状を示した｡ またジャイビ

ングを行う外的状況を限定するため, 以下の４つの条件

付けを行った｡ 表１に示したボードと④で想定したセイ

ルサイズのセットをそれぞれロングクラス, フォーミュ

ラクラス, スラロームクラスとした｡

①ジャストなセイルサイズで気持ちよくプレーニング

している

②平水面でウインドアビームからクォーターの帆走か

らジャイビングに進入する

③���度から���度前後の回転角で行う

④セイルサイズはロングボードには�.�もしくは�.�

ｍ２, フォーミュラボードには��～��.�ｍ２, スラロー

ムボードには�.�～�.�ｍ２を想定する｡

２) 第２次調査

第１次調査で収集された経験的知識については, 内容

が不明瞭なものや同じものを削除し, 項目化した｡ アプ

ローチ局面においては用具操作的要素��, 身体運動的要

素��, 計	�項目, ピーク局面では用具操作的要素��, 身

体運動的要素��, 計��項目, フィニッシュ局面では用具

操作的要素��, 身体運動的要素��, 計	�項目, 全体で���

項目に整理された｡

整理された項目について５段階評定尺度法により重要

度を評価する質問紙を作成した｡ ５段階評定尺度の各カ

テゴリーに対応する重要度の程度表現には ｢５－重要で

ある｣ ｢４－やや重要である｣ ｢３－どちらでもない｣

｢２－あまり重要でない｣ ｢１－重要でない｣ を用いた｡

対象者はウインドサーフィンをプレーニング状態からジャ

イビングに入れる中級者以上の技術を持つ	��名とした｡

ウインドサーフィン競技会会場 (OKINAWA OPEN’��：

����年６月, 伊勢湾 CUP����：����年８月) にて質問

紙を配布し, その場で回収する集合調査法, 郵送にて質

問紙を配布回収する郵送調査法およびウインドサーフィ

ンプロショップ代表者に依頼し, 配布回収してもらう委

託調査法を用い, ����年４月から９月に実施した｡ 回収

率は��.�％ (���名) であり, 欠損値や不明な点のある

ものは除外した｡ 本研究の標本はその中から何らかの競

技会に参加している２年以上のキャリアを持つセイラー
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図１. ジャイビングの局面
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表１. それぞれのボードの代表的な形状
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とし, ウエイブパフォーマンスを専門とする者やウエイ

ブパフォーマンスの競技会だけに参加する者は除外した｡

その結果, ���名 (男子���名女子��名) が対象者となり,

有効回答率は��.�％であった｡

３) 解析の方法

(１) 重要度の評価

各項目の重要度の評価は, ５段階評定尺度を用い, 各

項目の標本平均と標準偏差を求めた｡ そして評定尺度�.��

から�.��以上を肯定的評価, �.��未満�.��以上を中間的評

価とした｡ なお標本平均として�.��未満の評価が見られな

かったことを考慮して�.��未満を否定的評価とした｡

(２) クラス間の重要度評価の比較

ロングクラス, フォーミュラクラス, スラロームクラ

スの各項目における重要度の特性を検討するため,

Levene検定を行い, １要因３条件の分散分析を用いて

クラス間の各項目の平均値の差を求めた｡ 分散分析にお

いて５％水準で有意な差が認められた項目については

LSD法による多重比較によってクラス間の差を検討した｡

そして使用する用具の違いによる各群の経験的重要度の

評価特性を明らかにした｡

結果および考察

１) 属性

表２より性別は男性が約８割と多く, 年齢については

��歳から��歳と��歳代, ��歳代を中心に広範囲にわたっ

ていた｡ 女性競技者の減少は近年, 特に懸念されている

がほぼ競技会等のエントリー比率を反映している｡ 年齢,

経験年数はともにロングクラス, フォーミュラクラス,

スラロームクラスの順に増している｡ 特にフォーミュラ

クラスとスラロームクラスの愛好者は経験年数が��年以

上と豊富である｡ ロングクラスは平均年齢��.��歳と最も

若く, 経験年数	.��年と最も少ない｡ 学生ボードセーリ

ング連盟がロングボードを採用していることもあり, ロ

ングクラス対象者の約
�％が学生であったことも影響

していると思われた｡

２) 経験的重要度

(１) 肯定的評価

表３はすべてのクラスにおいて重要度評価の平均値が

－��－

表２. 属 性
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表３. すべてのクラスにおいて重要度が�.��以上の項目
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�.��以上であった項目を示している｡ つまり用具の違い

に関係なくすべてのクラスにおいて重要な要素であり,

ジャイビング動作の基本であると言える｡

アプローチ局面には身体運動的要素として ｢海面をよ

く見る｣, ｢海面を選択する｣ が挙げられた｡ 海面に関す

るものが重複しており, ジャイビングを行う上で海面の

状況を把握し, 選択することの重要性がわかる｡ またジャ

イビングに進入するとき, ベアリング・アウェイの動作

でセイルやマストを前に送り出して風圧中心を前方に移

動させるが (藤原：����), 用具操作的要素の ｢セイル

を開かないこと｣ と身体運動的要素の ｢手幅を広げる｣

はともにセイル手がゆるみ, セイルが開くことで, セイ

ルのパワーが逃げることを避けるために行う動作や意識

を示している｡

ピーク局面では用具操作的要素において各クラス共通の

項目が得られなかった｡ ピーク局面は個々のセイラーの特徴

的な意識や動作が多く, 重要視するポイントが異なるため,

重要度が分散されたのではないかと推測される｡ 身体運動

的要素では ｢ターンの出口を見る｣ が挙げられた｡

フィニッシュ局面は ｢スピードのキープ｣, ｢素早くセ

イリングフォームに移行｣ などボードを止めないこと,

次の帆走への意識がうかがえる｡ �.��, �.��とこれらが

全体の平均値の中で最も大きな重要度を示した｡ ジャイ

ビングではセイルやボードを傾けるため揚力の有効な活

用ができず, スピードのロスは避けられない｡ セイルの

タックを変えるフィニッシュ局面では他の局面よりもセ

イルや身体の移動距離が長く, ボードが不安定になり,

減速につながりやすい｡ ボードのスピードを維持して次

の帆走につなげる意識が必要であり, ｢流れるような動

作をする｣ や ｢リズムやテンポを良く行う｣ などもこれ

に通ずる表現である｡ また ｢進行方向を見る｣ や ｢次の

目標を見る｣ など次のレグへの準備, 視線に関する項目

があげられた｡

クラス別ではロングクラスの ｢素早くセイリングフォー

ムに移行(�.��)｣, フォーミュラクラスでは ｢スピードの

キープ (�.��)｣, スラロームクラスでは ｢スピードのキー

プ (�.��)｣ ｢進行方向を見る (�.��)｣ が最も高い値を示

した｡ いずれもフィニッシュ局面に集中しており, フィ

ニッシュは使用する用具に影響されにくく, 共通の要素

が多いものと思われた｡ また, 各局面で ｢見ること｣ や

｢進行方向｣ に関する言語表現が得られた｡ これまでも

視線の重要性は雑誌の記事や教則本で多く述べられてい

るが, 改めてそれを裏付ける結果となった｡
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表４. すべてのクラスにおいて重要度が�.��以下の項目
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(２) 否定的評価

表４はすべてのクラスにおいて重要度が�.��未満であっ

た項目で ｢重要でない｣ と評価され, 誤ったイメージや

指導では避けた方がよい言語教示であると考えられる｡

ただトップセーラーだけに特化されたイメージや動作で

ある可能性もあるので一概に否定はできない｡ 熟練した

専門家が重要視した表現であり, 個人特有のもので一般

的に評価されなかったか, 経験の浅い者などには理解で

きない項目なのかもしれない｡ そのため指導に用いる上

で誤解されやすい, もしくは注意して用いる必要がある

言語表現だと言える｡

特に全体の平均値が低いものとしてアプローチ局面の

｢ブームを下から見上げる (�.��)｣ ｢息を吐く (�.��)｣

｢ブームにぶら下がる (�.��)｣ ｢後ろに下がる (�.��)｣,

ピーク局面では ｢重心を後ろに下げる (�.��)｣ ｢フィン

を押す (�.��)｣ ｢ブームを下から見上げる (�.��)｣ ｢フィ

ンのブレを感じる (�.��)｣, フィニッシュ局面では ｢ハー

ネスラインの位置を確認する (�.��)｣ ｢セイルをこじる

(�.��)｣ ｢上体を開く (�.�	)｣ であった｡

アプローチ局面とピーク局面に見られる ｢ブームを下

から見上げる｣ は上体を前傾させ膝を落とし, 腰をかが

めてボードに荷重した結果として頭の位置が下がり, 前

方を見ようとしたときにブームを下から見上げるような

イメージになることを示している｡ これは第一次調査で

－��－

表５. アプローチで有意な差が認められた項目

������

��	
��
 �� �� �� �� �� �� ����
����������� !"#$ #"%& !"%' #"#! ("(% #"()*+,-.

/0102 3 &")4 #"(# &"!% #"#) &"(5 #"('*-,

����673 !"%% #"#! !"(4 %")4 ("4$ #"&4,-.

8�9�:;<�=>? &"$( #"(# &")' #"(( ("&% #"!&.-*

@ABC��
 �� �� �� �� �� ��
D=EF3 &"4) #"#) &"&( #"#% &"%) #"&&*-.

GHIJ=�7KLM�N� 3 (")& %")! ("(( #"&) ("(& #"#&*-,+.

���O�PQRS3 ("&$ #"(# ("(4 #"&$ &"'% #"&(,-.

?TU�V�0WXY=Z[3 &")4 #"#( ("!( #"#$ ("%& #"#$,-*

\=]�^�_3 &"$) #"#! ("#4 %")& ("&$ #"#$.-*

`a�b3 ("5& #"&& !"%( #"#) !"(! %"'5.-*

c;<d� 3 ("'# #"#4 ("'% #"&% !"(5 %"'#.-*+,

eWf�gh ("!) #"%) ("4( #"## (")( %")$.-*

���=iLjIk3l7 &"$) #"%5 &")4 #"#4 ("&$ #"(&.-*

m�nh &"#$ #"%! &"&% #"%& &"5# #"#$.-*

Oo�pq3 !"#( #"%& !"!% %")% !"44 %"'&.-*

r*st�02d;�ur,st:v�wx;d;�ur.st�;��^d;��yz{|��~%"%4�

���� ������ �����

表６. ピークで有意な差が認められた項目
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３名がポイントとして挙げており, 教則本や月刊誌にプ

レーニング時のジャイビングの解説でも述べられていた

(柴崎：����, 霜山：����, 霜山ら：����)｡ しかし特化

された表現で, あまり一般化していないものと思われる｡

また ｢後ろに下がる (�.��)｣ ｢重心を後ろに下げる

(�.��)｣ は, 第一次調査における表現としては遠心力や

セイルのパワーに対抗する動作のセイルに対して ｢後ろ

に下がる｣ ｢重心を下げる｣ であったが, ｢ボードの進行

方向に対してボード上を後ろに下がる｣ と意味が混在し,

解釈されたため評価が低くなったものと考えられる｡ 事

前の説明不足によるものであるが ｢後ろ｣ もしくは ｢下

がる｣ の方向性や意味性については言語教示の際にきち

んとした説明と理解が必要であると言える｡ なお ｢ハー

ネスラインの位置を確認する｣ は自動化された行為で特

に意識する動作ではないという意見が得られた｡

(３) クラスごとの重要度評価の比較

本研究で得られたクラスごとのデータをウインドサー

ファーの使用する用具による重要度の違いととらえれば,

各群で得られた重要度にも違いが見られると推測した｡

そこで重要度における使用するクラス間の差の有無を検

討する分散分析を行った｡ クラス間に有意な差が認めら

れた項目 (P<�.��) については多重比較を行った｡ 表５

はアプローチ局面, 表６はピーク局面, 表７はフィニッ

シュ局面について各群の平均値と標準偏差, 多重比較の

結果を示したものである｡

アプローチ時には帆走時のスピードを維持しつつター

ンに入っていくことが重要である｡ 表５より, 用具的な

要素としてロングクラスとフォーミュラクラスはスラロー

ムクラスより ｢マストを起こす｣, ｢セイルを閉じる｣ な

どリグ部に関するものに有意な差が見られた｡ 特に最も

大きなセイルを使用するフォーミュラクラスは ｢セイル

を閉じる｣ を�.��と高く評価している｡ 一方, スラロー

ムクラスでは ｢ボードをフラットに保つ｣ がロングクラ

スよりも高い値を示している｡ 横幅と浮力のある大きな

ボードを使用するクラスはボードに安定感があるため,

セイル操作を重要視し, ボード操作が不安定になりがち

なスラロームクラスはボードへの意識が高いものと思わ

れる｡

身体運動的要素では ｢楽にブームを握る｣ ｢一気に荷

重する｣ ｢出口を見る｣ ｢肩の力を抜く｣ ｢セイルに引っ

張られる感じ｣ ｢息を吐く｣ ｢手幅を広げる｣ でロングク

ラスとスラロームクラス間に有意な差が見られた｡ また

ロングクラス, フォーミュラクラス, スラロームクラス

の順で高い値を示しており, アプローチ局面の特徴的な

感覚的情報であると言える｡ 指導を行う際にその動作や

意識の度合いに変化を持たせるべきである｡ またスラロー

ムクラスの ｢後ろに下がる｣ は�.��とすべてのクラスの

全項目の中で最も否定的な評価であった｡

表６より, 用具操作的要素としてロングクラスとフォー

ミュラクラスは ｢セイルを引きつけすぎない｣ ｢風とセ

イルの角度を合わせる｣ ｢ターンにあわせてセイルを開

く｣ がスラロームクラスより有意に高い値を示した｡ 多

重比較においてこれらの項目と同様の結果が得られてい

る身体運動的要素の ｢ターンにあわせた体のひねり｣ は,

ボードと同じ向きの下肢とセイルと同様に動く上肢の運

動を表現しており, 同じ内容の感覚的情報であると言え

よう｡ また有意な差は得られなかったが, スラロームク

ラスは ｢セイルを開かない｣ の項目で�.��と肯定的な評

価をしており, ロングクラス (�.��), フォーミュラクラ

ス (�.��) の順である｡ ターンしていくボードの向きに

あわせてセイルの展開角度を変えていくロングクラスと

フォーミュラクラスに対し, セイルの角度を固定する表

現が評価されているスラロームクラスではイメージが異

なり, 有効な感覚的情報である｡

身体運動的要素としてフォーミュラ・スラロームクラ

－��－

表７. フィニッシュで有意な差が認められた項目
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スは ｢膝を入れる｣ に対して肯定的である｡ ｢膝を入れ

る｣ は身体とセイルの前傾を強め, セイルを引きつけ,

エッジへのプレッシャーを高める動作であり (柴崎：

����), スラロームクラスは ｢体を前傾させる｣ をロン

グクラスに対して, フォーミュラクラスは ｢体を内傾さ

せる｣ を他のクラスに対して, 有意に高く評価している｡

一方, ロングクラスは ｢後ろ足の荷重の度合い｣ をスラ

ロームクラスよりも高く評価しており, 評価の度合いは

低いが身体を起こす動作である ｢重心を後ろに下げる｣

の結果も同様である｡ これらのことからロングクラスは

身体の傾きではなく, 後方位置への重心移動もしくは後

ろ足でターンをコントロールする意識が他のクラスより

強いものと推測される｡

フィニッシュ局面は表７より, 用具操作的要素でロン

グクラスは他のクラスに対して ｢セイルを返した後, マ

ストを立てる｣ を, フォーミュラクラスではロングクラ

スに対して ｢コンパクトにセイルを返す｣ において有意

に高い値を示した｡ ジャイビング中の身体の前後移動が

大きいロングクラスの場合, 前にでる動作と後方に傾き

がちなマストの位置の修正が必要である｡ また大きなセ

イルを使うフォーミュラクラスではできるだけ小さな軌

道でセイルを返し, セイルの重心移動によるボードへの

影響を最小限にとどめようとする意識がうかがえる｡ ま

たフォーミュラ・スラロームクラスは ｢足元を見ない｣

｢セイルを見ない｣ がロングボードに対して高い評価を

得た｡ フィニッシュ時に行う前方へのステップは, 全長

が短く浮力の少ないスラロームボードやフォーミュラボー

ドでは体勢が不安定になりがちで足元やセイルの軌道に

意識が行き, 確認しがちである｡ おそらくボードに安定

感のあるロングボードクラスよりもその意識が強く働き,

足元やセイルを見ることによって生じる前方や海面への

意識がそがれるのを防ぐため ｢見ない｣ ように意識して

いるものと思われる｡ スラロームクラスの ｢ボードの中

心線上に後ろ足を置く (�.��)｣ はボードのバランスを崩

さないための動作であるが, ボードの幅が広いフォーミュ

ラボードやロングボードはボードの中心に足を置くとセ

イルとのバランス崩れるために低い評価になったのでは

ないかと推測される｡ なおフォーミュラクラスの特徴的

な動作として ｢ひねるようにストラップから前足を抜く

(�.��)｣ が挙げられる｡

本研究ではクラス間の重要度が肯定的, 否定的評価,

それぞれ逆の評価にまたがるものは見られなかった｡ ク

ラス間に有意な差が見られた項目は��項目と多く, ジャ

イビング・イメージは使用する用具によって異なること

がわかった｡ ボードを乗り換える際や違う種類のボード

で師範を示す際の意識の違い, 動作の強調に役立つと思

われる｡

海象や用具などをさらに限定することで精度の高いも

のになると思われる｡ また競技成績やジャイビング技能,

身体的機能などによる差異も予想され, より的確で効果

的な言語教示やイメージを得るためには, これらとの経

験的重要度の関係を検討する必要がある｡ しかし, これ

までにジャイビング技能の優劣を判断する客観的な基準

や競技成績とジャイビング技能の優劣の関係などについ

て検討がなされておらず今後の課題として考えられる｡

結 論

本研究ではジャイビング・イメージを言語化して抽出

し, 各項目の重要度評価から経験的重要度を推定し, 適

切な動作イメージを想起させる言語表現を精選し, クラ

スごとのジャイビング・イメージおよび言語教示として

適切な言語表現を抽出することを目的とした｡

その結果, 以下のような所見が得られた｡

１) クラス間の重要度が肯定的, 否定的評価, それぞれ

逆の評価にまたがるものは見られなかった｡ 肯定的評

価としてアプローチ局面では ｢セイルを開かないこと｣

｢手幅を広げる｣ などが得られ, セイルが開くことに

よって, セイルのパワーが逃げることを避けるために

行う動作や意識が見られた｡ ピーク時の身体運動的局

面にはクラス共通の高い評価を示す項目が見られなかっ

た｡ フィニッシュ局面には評価の高いものが集中して

おり, フィニッシュ時は使用する用具の影響を受けに

くいと考えられた｡ なお ｢スピードのキープ｣, ｢素早

くセイリングフォームに移行｣ などボードを止めない

ことや次の帆走への意識に関する項目が最も高い重要

度を示した｡ 各局面を通じて ｢海面を選択する｣ ｢ター

ンの出口を見る｣ ｢次の目標を見る｣ など ｢見る｣ こ

とに関する言語表現が得られ, 視線の重要性が再確認

された｡

２) 特に全体の重要度が低かった項目として, アプロー

チ局面では ｢ブームを下から見上げる｣ ｢息を吐く｣

｢ブームにぶら下がる｣ ｢後ろに下がる｣, ピーク局面

では ｢重心を後ろに下げる｣ ｢フィンを押す｣ ｢ブーム

を下から見上げる｣ ｢フィンのブレを感じる｣, フィニッ

シュ局面では ｢ハーネスラインの位置を確認する｣

｢セイルをこじる｣ ｢上体を開く｣ などの言語表現が得

られた｡ 指導上, 注意して使用すべきジャイビング・

イメージであると思われた｡

３) クラス間に有意な差が見られた項目が��項目あり,

ジャイビング・イメージは使用する用具によって異な

ることがわかった｡ アプローチ局面においてロングク

ラスとフォーミュラクラスは ｢マストを起こす｣, ｢セ

イルを閉じる｣ などリグ部に対する意識が高かった｡

また ｢楽にブームを握る｣ ｢一気に荷重する｣ ｢出口を

見る｣ ｢肩の力を抜く｣ ｢セイルに引っ張られる感じ｣

－��－



｢息を吐く｣ ｢手幅を広げる｣ でロングクラスとスラロー

ムクラス間に有意な差が見られた｡ これらの項目はロ

ングクラス, フォーミュラクラス, スラロームクラス

の順で重要度が高い値を示しており, アプローチ局面

の特徴的な感覚的情報であると言える｡ ピーク局面で

はターンしていくボードの向きにあわせてセイルの展

開角度を変えていくロングクラスとフォーミュラクラ

スに対し, セイルの角度を固定する表現が評価されて

いるスラロームクラスではジャイビング・イメージが

異なる｡ フィニッシュ局面でロングクラスは ｢セイル

を返した後, マストを立てる｣, フォーミュラクラス

では ｢コンパクトにセイルを返す｣, フォーミュラ・

スラロームクラスでは ｢足元を見ない｣ ｢セイルを見

ない｣ が他のボードに対して高い評価を得た｡

これらは各ジャイビング局面におけるクラス特有のジャ

イビング・イメージである｡ ジャイビング指導の現場で

はもちろんであるが, ボードを乗り換える際や違う種類

のボードで師範を示す際などの意識の違い, 動作や言語

教示を強調する度合いに変化を持たせる必要があり, 内

的言語や言語教示として有効に用いられる可能性が示唆

された｡
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